
の

世

界

観

i
l
i
『
和
漢
コ
一
才
図
会
』
と

近

世

「
唐
土
訓
蒙
図
葉
』

羽
民
|
|
空
を
飛
ぶ
人
、
女
人
国
1

1

女
性
ば
か
り
の
国
、
脚
長

|
|
脚
が
長
い
人
々
・
・
:
。
全
て
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
医
者
、
寺

島
良
安
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
図
説
百
科
事
典
と
も
い
う
べ
き

書
物
『
和
漢
一
二
才
図
会
』
に
実
際
に
登
場
す
る
異
国
で
あ
る
。
そ
の

ど
れ
も
が
新
鮮
で
あ
り
、
驚
き
に
満
ち
て
い
る
。
こ
れ
ら
荒
唐
無
稽

な
国
々
は
、
ど
こ
ま
で
江
戸
の
人
々
の
聞
に
浸
透
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
本
稿
で
は
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
が
出
版
さ
れ
た
と
、
ほ
ほ
同

時
期
の
百
科
事
典
や
世
界
地
図
を
取
り
上
げ
、
当
時
の
世
界
認
識
を

考
え
て
い
き
た
い
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
は
序
が
正
徳
二
年
(
一
七
一
二
)
、
版
文
が
同

五
年
(
一
七
一
五
)
に
書
か
れ
た
。
そ
れ
よ
り
遅
れ
る
こ
と
約
四
年
。

享
保
四
年
(
一
七
一
九
)
に
『
唐
土
訓
蒙
図
葉
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

『
唐
土
訓
蒙
図
葉
』
で
は
、
人
物
四
・
五
に
異
国
人
物
が
〈
異
国
を
表

す
挿
絵
+
そ
の
固
に
対
す
る
説
明
書
き
と
い
う
形
で
〉
記
載
さ
れ
て

い
る
。
(
説
明
書
き
の
な
い
異
国
も
あ
る
)

の
考
察
l
i
!

久

y青

牙ミ二
口

Ak  
目E

「
和
漢
三
才
図
会
』
に
描
か
れ
る
一
九

O
の
異
国
の
う
ち
、

一
ヶ
国
で
『
唐
土
訓
蒙
図
葉
』
で
も
存
在
が
認
め
ら
れ
た
。
一
四

一
ヶ
固
に
つ
い
て
挿
絵
及
び
記
述
か
ら
み
る
差
異
に
つ
い
て
み
て
い

き
た
い
。
尚
、
一
回
一
ヶ
国
中
、
挿
絵
の
み
で
記
述
(
文
字
)
が
見

当
た
ら
な
か
っ
た
固
が
、
二
一
五
ヶ
国
あ
っ
た
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、

挿
絵
に
よ
る
差
異
を
一
四
一
ヶ
国
で
見
、
記
述
に
よ
る
差
異
を
一

O

六
ヶ
国
で
み
た
い
。

去
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
で
の
固
名
、
『
唐
土
訓
蒙

図
葉
』
で
の
登
場
の
有
無
(
注
二
に
よ
る
頁
数
を
含
む
)
、
記
述
、
及

び
挿
絵
の
違
い
に
つ
い
て
収
め
て
い
る
。
挿
絵
の
違
い
に
み
え
る
一

か
ら
五
ま
で
の
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
意
味
を
含
む
も
の
で
あ
る
。 四

- 61一

5
↓
凡
そ
同
じ

4
↓
手
に
何
か
を
携
え
て
い
る
、
査
な
ど
を
持
っ
て
い
る

機
物
限
定
)

建
築
物
の
デ
ザ
イ
ン
の
差
異

(鉦…
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表1 W和漢三才図会』と『唐土訓蒙図議』比較対照表

有無 :0有り ム漢字は同じ(或いは旧字体)だが名称が違う A違う名称だが、記述は類似している 。違う名称だが、漢字は類似

している.旧字体 記述 :0不明

名称 唐土訓蒙図裳 挿絵

(陥漢三才図会j)
有無 ~r. 述 頁

冗おら良ん3恰かい
O ヲランカイ遠且ノ属国ナリ 188 5 

こ交うE止ち ム 一名安南此国人'性好説。ヲ努ミ銑蒐ニテ高シ賊盗ヲ尚トフ後漠ノ馬援コレヲシタガヘタリ 195 3 

紅夷 • 173 2 

老樋 O 安南ノ西北ナリ古ノ越裳氏也此国人ノ性痕戻ニシテヨロシカラス 195 3 

賓童竜 ム 象此地偽書ニ言王舎城ナリ今ハ占城ノ隷ナリ地主出ル時馬ヤ ニ騎ル 195 2 

真臓 ム 此地贋別ヨリ舶ヲ発シ北風十日ニシテ至ル也此地ノ事真臓風土記ト云ニ詳ナリ 195 2 

ふ3
c 



"かん

蒲甘 |ム 1 ;英国王金冠ヲ戴キ金銀屋ヲ飾ル

とりみ カタ

登流眉 |ム|此国ノ人手ヲ交ヘテ丙勝ヲ抱テ礼ヲナス

治、りょう

詞 陵 |ム|此国ノ人木屋重閤ヲ造機皮ヲ以テ蓋酒食手ヲ以テツマミ食フ

単品本 |ム|宋ノE還元二年ニ金三場金0ー柄ヲ此国ヨリス、ム国ニ地主亨

京(拭)長 101此国束南海嶋ノ中ニアリ飲食木ノ葉ヲ以盛リ手ニツマミ食フ凡草識ノ類皆主テ食ス

長柔道 |ム|海東南ニアリ国人ミナ頭ヲ剃ル此国胡板檀香況香丁香白豆遊ヲ出ス

実情義 |ム|此国語半島1落語議官員0ヲ出ス

三払斎(詩)Iム|南海ノ中ニアリ此地ニ犀象珠磯』異賓香薬ノ類ヲ話ス泉弱ヨリ一月ニシテ至ルナリ

203 1 3 

211 1 3 

200 1 3 

208 1 3 

196 1 2 

203 1 2 

198 1 1 

196 1 2 1 的
にο

ぷ ら あ ん

仏幌安 ム|此国ニ飛来ノ銅神二個アリ六腎ト四管アリ六月十五日ヲ生日トス 1 196 1 5 

さんふだ

三伏駄

"んこ

盤瓢i

お菌
し か りや

斯伽里野

うみん

羽民

文身

ム 1- 1 178 1 4 

盤孤ハ高学ノ時ノ犬也ソノ時犬戎ヨリ責ケリ其将ノ首ヲ得ン者ヲ婿トセントアリケルニ犬呉将軍ノ
ム | タハヘ 1 194 1 1 

首ヲ御テ来ケレハ帝女ヲアタヘラル犬女ヲ負テ南山ニ入リ六人ノ子ヲウムソノ子孫00タルナリ

01此国ノ人男ハ狗ニテ身ニ毛ヲヒ衣ヲキズ物ィ、犬ノ如シ女ハミナ人ニテ能謀議、ヲナス 1 199 1 4 

イル ハセ クタ

ム|山上ニ穴アリテ火出ツ国人大石ヲ穴ノ中ニ在レハ爆テ皆砕ク此火モへ出テ林木ヲヤカズ石ヲ焚 I 203 I 3 

.1海東南崖峨ノ問ニアリ毛羽ヲ生ンテ飛シカモ逮ク飛コトアタハ以人ニ似テ卵生ス 1 204 1 2 

01ー 1179 1 4 



扶桑 ム

大食勿抜 ム 此閏多ク乳香樹ヲ出ス皮ヲ研テコレヲトル

大食 ム 此国山谷ノ問ニ樹アリ其花人ノ首ノ如シモノイワズ只笑フシキリニ笑ヘハソノマ、落花ス

麻1~1t抜 ム 此地ニ異香磁珠犀角象牙珊瑚Oヲサ産ンス金銀ヲ銭トシカ交リ易カイス

勿斯離 .. 此Oノ山ニ天生ノ果樹アリ蒲O(ホロ) ト名付ク採リ食へシ其外産多シ

白遥 • 此国珍賀多シ跡酪餅肉ヲ食フ魚莱Oシ金銀破00ヲ産ス人雪布ヲ以テ頭上ヲ纏フ

勿斯里 ム 此図雨フラス天江アリテア溢フルル時ハ四十日回ヲ浸ヒタス水退テ耕ス老人水ヨリ出テ吉凶ヲ人ニ告ルト云リ

告率低(尼か) ム 此国ノ地西北極ニ近シテ寒シ蓄牧賂馬多シ

眉ぴ路る骨う ム 此国七重ノ城アリ黒光ノ石ヲ用テOトス毛段ヲ衣トシ肉麺ヲ食トス金銀ヲ銭トス

故臨 • 国人黒色好テ弓ヲ帯中国ノ人松ニテ往ハ大食ノ人必コ、ヨリ小舟ニ易テ乗去ル

木蘭皮 • 此図産スル所Oー粒ノ長三寸瓜図四五尺胡羊ノ高三四尺尾ノ大サ扇ノ知シ春ニナレハ腹ヲ剖キ否

ヲ取フ数十斤再ヒ腹ヲ縫ハヨク活ルナリ

黙も伽さや

O 
大食図ノ祖師蒲羅Oト云人ノ奏荒野ニ在テ男子ヲ生ス洗フ水ナケレハ地ニ棄テ水ヲ尋テ水ナシ立O

テコレヲミレハ脚ヲ以テ地ヲスルソレヨリーノ泉湧出テ甚清シ

弼み琶は羅ら A 此国主ナシ豪キ者更ル更ル互ニ事ヲ主ル図人猟ヲ好ミ日々ニ獣ヲ射テ食ス

多品業 ム
此地太陽西ニ没ルノ地ナレハ晩ニ至テ日ノ没ル声雷雲ノ如シ国王城上ニ人ヲ衆メ鍛ヲ鳴シ鼓ヲ打テ

混雑サナケレハ小児驚ク

171 

197 

200 

199 

201 

208 

201 

209 

214 

210 

198 

200 

197 

197 

4 

4 

4 

5 

2 

2 

5 

2 

2 

2 

3 

5 

5 

2 
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注ちゅうれ埜ん • 西番商ナンイ印ン度ト也象ノ背ニ屋ヲ立テ勇士ヲ載ス 190 4 

援枚力 ム
此国人五穀ヲ識ス肉食ヲナス常ニ牛ニ針シテ血ヲトリ乳ニ和シテ生ヲノム身ニ衣ナシ腰ヲ羊ノ皮ニ

213 2 
テ掩フ

西南夷 ム 西南夷国人髪ヲ雑リ足ヲ銑ニシ斑花布ヲ衣省ヲ布キ万ヲ帯ヒ琴ヲ帯ブ 194 2 

い印ん都と丹たん
ム 国人身黒色地熱シテ雲ナシ 191 5 

沙しや華か公こう ヲヒヤカ
O 国東南海中ニアリ其人常ニ大海ニ出テ人ヲ籾シトラヘテコレヲ憐閤沙問へ賓ナリ 207 2 

せ穿んき胸ょう
O 

盛海ノ東ニアリ胸ニア薮ナアリタツ尊トキ者ハ衣ヲサリO(いやしき)者ニ竹木ヲ似テ胸ヲ貫トヲサシメテコレヲ
206 2 

援カ‘シム

不ふ死しの〈因に
ム 害此国人色黒シテ死セス不死樹アリコレヲ食ハ シ赤泉アリコレヲ飲ハ不レ老 212 2 t2 

こ交う腔けい
O 国人脚ス腔子マ曲カ戻リテ相交ル 205 2 

あ長し脚なが
ム 長脚国ノ人ト長管国ト相近シ其人常ニ長管ヲ負テ海中ニ入テ魚、ヲトル

182 2 
ち長ょう管ひ

ム →長脚が長管を背負う姿で共に描かれている

無腹 O 海ノ東南ニアリ男ミナ腹腔ナシ 205 2 

話耳 ム 無腹国ノ束ニアリ其人ノ身虎文アリ耳長シテ腰ヲスク行トキハ手ニテ耳ヲ捧テ行ナリ 204 2 

に女よに人んこ国〈 • 此国男ナシ女人井戸ヲ照シテ子ヲウム又ハ裸ダカ形ミニ南風アタレハウムト云 198 2 

波斯 ム 此国人身ノ色黒シ金花布ヲ以テ身ニ綬フ王ハ虎皮ヲ以テ身ニ蒙フ出ルトキハ軟Oニ乗ル 212 2 



曇か陀ふ蛮り ム

昆こん荷ろんぞ層う斯し ... 

南尼華羅 O 

大秦 ム

うてん
子関 O 

義渠 ム

島義 ム

道どうめ明い

O 

黒蒙 • 黙伽臓 ム

都播 ム

孝臆 • 
阿あ薩き部ぷ ム

此国ノ人身黒漆ノ如シ山官官ト号スヨク人ヲ食フ故ニ松人敢テ岸ニ近ツカス

西南海ノ上ニアリ野人身ノ黒コト漆ノ如シ番商奴トナシテヨク忠ス

→そ層う斯し期きこ園〈として、野人が描かれる

此国人悌教ヲタツトミ牛ヲ尊フ牛ノ糞ヲ以テ屋壁ヲヌル

西方ノ番アキ商ヒトコ、ニO(アツマル)其王布吊ヲ以テ金字ヲ織出シテカ繊サリ頭モノ トス此地ニ珊瑚ヲ生ス

此国人死スレハ火ヲ以テ化シ骨ヲ牧テ葬ル其塚ハ沙ヲ以テ作ル塚門ヲ守ル者ヲ沙問僧ト称スコレヨ

リ中国モ沙門ト称ス

此図ノ人漢カヲ人ヲ見レハウ背νロム行キテ商ヲ見セシメスコレヲミレハ昂コレヲ殺ス

一

国ニ主アリ珊瑚樹ヲ出ス鉄ノOヲ以テトルト云処ナリ

此国ハO勅ノ別種草ヲ給テOトス耕作ヲシラス百合ヲトリテ食トス紹鹿皮鳥初ヲ服トス

此国人ノ性質直ニメ (シテ)客タ旅ヒヲ好ム貌大ナリ戦ノ具ク唯精ホコ一色アリ

国人猟ヲナシ其肉ヲ宣基テ石ヲ以テヲシ、汁ヲトリ米及ヒ軍手ヲ肉ノ汁ニ醸シテ酒トナスコレヲ飲

ハ酔フ
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204 

201 

208 

197 

180 
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179 

177 

209 

204 

199 

207 
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4 

4 
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議毒 O 毎歳十二月甲ヲキル者ト衆人ト夕、カハシメテ年ノ豊ヨシ倹アンヲ占フ

回鵠 ム
旬奴ノ種類ナリ本同総也唐ノ徳宗ノ時其地ノ驚ノOコト鵠ノ知キヲ以テ同鵠ニ易ラル紘鵠音ノ同ヲ

以ナリ

骨利 • 君〈ん子しこ園〈
ム

黒装持 ム

巴は赤Lぜ舌っ
ム

ほ包うせ石き
ム

吾こり涼ょう愛あだ達っ
ム

阿あ恩し O 

無む連れ蒙もう古こ • 滅め吉さ里り • 国人言語縫組ニ似タリ懸天府ヨリ四箇月ニ至ル

隣ろ木も節せ ム 昔日番王ノ都ヲ建テ百姓住ス麿天府ヨリ馬ニテ半年ニ行ナリ

七しち6蕃まん 。此地随牛ヲ出ス種田アリ

婆登 • 林邑国ノ東ナリ稲毎月ータヒ熟ス文字ヲ貝葉ニ書ス

詞かじ条よう • 金遼山廟ニ石O(カメ)アリ人モシ飲食ノ叢ナントスルトキコレニ向テ礼ヲナストキハ飲食悉ク具ル

201 

196 

176 

17l 

17l 

17l 

172 

172 

172 

172 

209 

211 

192 

189 

210 

3 

3 
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5 I 
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5 
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5 

5 
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ハモノ
見吾 O 此国賓鉄ヲ産スコレヲ忍トナセハ玉ヲ切ルコト泥ノ知シ

退波係黒和尚 ム 此国城池房舎アリ羊馬ヲ出ス林木甚多シ

麻嘉 • 此園土人麻霞出世ノ慮其国神ト称シ偽トス毎年皆来テ廟ヲOス

婆羅遮 • 此国人狗ノ頭猿ノ面ヲ並へ服テ男女童夜歌舞ヲナス

けj官ん¥1と度 O 此地山渓不レ通土人石ヲ盈テ室トス水ヲ飲ニ相引テ手ヲ援へテ飲也

徽i僕 ム
永昌郡南千五百里ニアリ国人尾アリ坐スルトキハ先地ヲウガチ尾ヲ、サメテ後二安坐ス人其尾ヲ折

レハ卒然トメ(シテ)死ス

烏蓑 O 
此国ノ民死罪アレハ殺サスコレヲ空山ニウツス事ノウタカハシキコトアレハ薬ヲ服スレハ清濁自ラ

験アリ其事ノ軽重ニ随テ決断スルナリ

五ごけ渓いば蛮ん • 此国人父母ノ死ニ遇テ鼓行踏歌シ親属アツマリ飲サカモ宴リス家産ヲ重量シテ榔ヲツクル

ぞ蔵うこ国く • 此国城池屋舎アリ地ニ大柳樹ノ産ス

麻阿塔 ム 此地ノ神ヲ舎屋ト云城池アリ

に日ち蒙もう • 国ニ房舎アリ種田美ヲ出ス

裟緩 A 
此国ノ男女皆万ヲ侃テ行人トムツマシカラサレハ刺殺シテ他所ニハシル一月ノ外ニナルトキハカマ

ヒナシ

後ニろが眼ん
ム

213 

192 

214 

213 

212 

208 

212 

213 

214 

188 

189 

202 

175 
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3 
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2 
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5 
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00 
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大 羅 ム

土麻 • 深しん烈れ大だい
ム

乞さ黒ほ梁けい
ム

木忠実徳 ム

波利 ム

阿あ里り車し.虚ろ
ム

烏しん伏ひ部ほ
ム

歓祭 • 鉄東 ム

采さい牙<f金きんひ彪ょう
ム

昏こん吾ご散さんす僧ん
ム

蘇そ部ぷ識Lの匿〈
ム

正しんず瑞い
ム

未童長 ム

174 

173 

174 

176 

176 

176 

173 

179 

175 

175 

175 

177 

180 

181 

178 
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け乾ん陀だ
ム

て丁いれ霊い
O 

西きいば蕃ん • 
鳩尼羅 • 吐と蕃"ん O 

-情 ム

可語、只し • 馬羅 • 最長虫挙 ム

にゅうふ
入不 • 恰こうマ蜜マ (み密つ) 

ム

亀~ O 

真しんせ千ん里り
O 

狼こう繍ひ
A 

烏う孫そん
O 

ーハ鬼方トイフ武丁鬼方ヲ伐ツ三年コレニ克トコレナリ城池房舎ナシ多ハ山林ノ内ニ坐メ(シテ)

人ノ肉ヲ食フ其国人備ニ奉スル者皆刺麻ト称ス

此国乃千西番悌牙石ノ出ルOナリ

俵西春ト号ス本西発

此圏西番ニアリ乳ヲ食テ活トス膝天府ヨリ行コト五月ニ至ル

コレ西番質物ヲ出ス処ナリ

此国異質生頭香ヲ出ス

サマルチヤ

此国城池種目アリ胡淑ヲ出ス

西審火州、lノ東ナリ回回縫組ト同シ

一名ハ抹O刺園若別国ヨリ兵来レハ衆ノ猿コレヲ防クニ法アリ敢テ来リ侵サスト云

180 

182 

194 

193 

190 

192 

202 

191 

182 

193 

190 

180 

181 

193 

181 

5 

2 

5 

2 
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5 

4 

5 

5 

2 

3 

5 

2 

2 
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尽てい人じん

O 建木ノ西ニアリ其状人ノ面ニシテ魚ノ身ナリ足ナシ胸ヨリ上ハ人ニ似下ハ魚ニ似タリ

野や人じん
O 此園大山林アリ野人多シ男子モOノ長フOノ如シ木葉ヲ食フ

か回いか回い
O 国ニ城池宮室田畜市アリ風土ハ江准ト異ナラス

不ふ刺ら O 西番ノウチO馬ノ出ル処ナリ

巣魯果批 ム 此圏域池五穀アリ良馬ヲ出ス

結賓朗 • 国ニ城池種田アリ黄頭仙人成道セシ処ナリ

阿あ黒ペき騎ゃん
ム 此国人Oヲ射魚ヲ打トリテスキ活ワイ トス国ニ馬羊ナシ

黒へあ暗ん
ム 此地O牛ヲ出ス

長毛 O 此国人身ニ長毛アリ城池種目アリ晋ノ永嘉四年此人ヲ獲タリ

い一つ管ぴ
O 西海ノ中ニアリ其人一目ー孔一手一身半体ナリ肩ヲナ比ラヘテ魚、烏ノ相合カ如シ

毒雇 ム 国人ヨク飛車ヲツクリ風ニ従テ遠行湯時車ヲ以テ西風ニ乗シ務湯ニ至ル湯00卓ヲ破ル

さ三んb蛮Zん • 此国ノ民土ヲ食フ死スル者埋メトモ心肝朽スメ(シテ)後ニ復化シテ人トナル

無管 ム 此国ノ人吐腸ナシ土ヲ食フ穴ニ居ス死シテウツメハO朽スメ(シテ)フ夕、ピ人トナル

柔利 • 此国一目国ノ東ニアリ園人膝ヲ曲テ前ニ向フ一手一足アリ

い一ちも目く

O 此園北海ノ外ニアリ

193 

191 

206 

202 

206 

206 

207 

192 

207 
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210 

211 

211 

209 

189 
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ー

l

N
ト

l
l

三首 • 此国夏后啓ノ北ニアリ 202 2 

三身 O 盤歯国ノ東ニアリ其人一首三身ナリ 203 5 

頓とんそ遜ん
O 国海島上ニアリ 210 l 

的て刺ら普ふ刺ら ム 国ニ城池アリ回ヲウエ明珠異質ヲ出ス 190 5 

愈ゆ児じ ... 早耳ノ水ニ愈児ト云者アリ笠山ノ紙ナリ長一尺徐ニシテ黄冠黄衣朱服シ馬ヲ走シ斉ノ桓公ノ時曽テ
214 4 

見ル覇王ノ君興レハ愈児アラハルト云リ

て帝い江こう
企 状皮褒ノ知シ背上赤黄火ノ知シ六足四翼面目ナシ名ヲ帝江トイフ 217 5 

強良
プク• 大荒山北極ノ外ニアリロニ蛇ヲ街ム其状虎ノ首人ノ身四蹄アリ 217 2 

黒こく人じん
企 南海ノ内ニアリ黒人虎首ニ〆(シテ)丙手ニ蛇ヲ持テコレヲ吹フ 205 5 

藤泰 • 此神賀山ノ陽ニ居リ出人光アリ此神天地ヲ動ス甚爽霊ヨク雲ヲ、コシ雨ヲフラス 216 l 

u唐土訓蒙図染』に描かれない国々]
もろζし ちょろせん ちんら りゅうきゅう え ぞ だったん じよしん たいわん とんさん ちぺんぱん かんばちゃ たに ろっこん まろか しやむろ るそん あまかわ いずはにや
震旦、朝鮮、耽羅、琉球、蝦夷、縫組、女真、大寛、東京、占城、東埼察、太泥、六甲、満刺加、選縁、呂宋、阿嬬港、以西巴爾亜
じゃがたら ろくろくぴ lまるねら さんぷ だいかん べんがら もうる さんとめ いんでや べくう たんぱ てんじ〈 ζ ぴと ふつりん じよほ はりころ さん
岐溜杷、飛頭蛮、浮i尼、近仏、大漢、長人、傍葛刺、莫臥爾、聖多黙、印第亜、琶牛、担i皮、天竺、小人、払森、女慕、操里荒、蛇魯

完金春巻、議会、揺り語、皇室、夫}il芙完、議商品、両論品、議降、議文



そ
の
結
果
一

O
六
ヶ
国
中
、
少
し
で
も
両
者
に
共
通
す
る
記
述
が

あ
る
も
の
は
九
四
ヶ
因
。
一
方
『
和
漢
三
一
才
図
会
』
の
み
に
み
ら
れ

る
記
述
は
八
五
ヶ
国
、
『
唐
土
訓
蒙
図
葉
」
の
み
に
み
ら
れ
る
記
述
は

九
ヶ
国
だ
っ
た
。
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

1
1
5
ま
で
の
タ
イ

プ
別
の
代
表
例
を
挙
げ
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
右
が
『
和
漢
三
才
図
会
』
、

左
が
「
唐
土
訓
蒙
図
柔
」
に
見
る
挿
絵
で
あ
る
。
凡
そ
同
じ

(
5
)

よ
り
吾
涼
愛
達
(
同
一
)
手
に
何
か
を
携
え
て
い
る
、
査
な
ど
を
持
っ

て
い
る
、
建
築
物
の
デ
ザ
イ
ン
の
差
異

(
4
)
よ
り
大
食
勿
抜
(
図
二
)
、

象
や
そ
の
他
の
動
物
と
共
に
描
か
れ
る
、
ま
た
は
人
数
の
増
減
が
あ

る

(
3
)
よ
り
亀
忍
(
図
三
)
、
服
装
や
体
の
様
子
(
動
作
含
む
)
が

異
な
る

(
2
)
よ
り
交
腔
(
図
四
)
、
全
く
異
な
る

(
l
)
よ
り
蘇
部

識
匿
(
図
五
)
で
あ
る
。

以
上
、
両
者
を
見
比
べ
、
次
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
た
。
ま
ず
は

挿
絵
で
の
差
異
だ
が
、
「
唐
土
訓
蒙
図
葉
』
で
は
国
々
の
特
徴
(
特
に

服
装
)
が
、
よ
り
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
羽
民
(
図

六
)
だ
。
「
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
非
常
に
ツ
ル
ン
と
し
た
肉
体
に
対

し
て
、
「
唐
土
訓
蒙
図
葉
』
で
は
、
全
身
を
羽
毛
で
覆
い
、
正
に
「
羽

民
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
他
に
語
耳
(
図
七
)
で
は
、
『
和
漢
三
才

(
誼
一
)

図
会
』
で
「
人
々
は
虎
の
丈
様
が
あ
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
は
虎
柄
で
は
な
い
。
対
し
て
、
『
唐
土
訓
蒙
図
案
』
に
て
描
か

れ
た
最
耳
は
人
物
が
虎
柄
だ
。
図
三
の
亀
翠
は
『
唐
土
訓
蒙
図
葉
』

吾涼愛達図ー

大食勿抜図二

- 73-

交腔図四



蘇部議匿

~ 

図五

に
は
何
も
記
述
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
馬
が
描
か
れ
て
い
る
の
に

は
『
和
漢
三
才
図
会
」
の
「
元
日
に
牛
馬
を
闘
わ
せ
た
り
、
馳
け
競

(
注
四
)

べ
を
し
た
り
す
る
」
と
い
う
記
述
を
、
つ
け
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、

体
や
外
見
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
(
動
作
で
)
踊
っ
て
い
る
一
日
(
図

八
)
、
穴
の
位
置
が
違
う
穿
胸
(
図
九
)
な
ど
、
細
か
な
差
異
も
認
め
ら

れ
る
。
一
方
で
簡
素
に
な
っ
た
例
も
あ
る
(
図
十
)
が
、
そ
の
殆
ど
が

よ
り
忠
実
に
、
よ
り
リ
ア
ル
に
想
像
さ
れ
、
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ヲ
匂
。

次
に
記
述
の
面
だ
が
、
『
和
漢
三
一
才
図
会
』
の
み
に
見
ら
れ
る
記
述 羽民図六

高耳図七

一日図八

74 -

賓室竜図十



は
、
位
置
・
丈
化
・
特
徴
・
補
足
的
な
事
柄
、
国
人
の
性
格
や
性
質

上
の
特
徴
を
示
し
た
も
の
に
目
立
っ
て
い
た
。

『
唐
土
訓
蒙
図
葉
』
の
み
に
見
ら
れ
る
記
述
は
、
全
部
で
八
ヶ
国
と

少
な
め
だ
っ
た
が
、
以
下
、
固
名
と
記
述
部
分
を
取
り
あ
げ
た
い
。

【
冗
良
恰
}
ヲ
ラ
ン
カ
イ
達
且
ノ
属
国
ナ
リ

【
富
一
六
轍
】
此
地
ノ
事
真
蹴
風
土
記
ト
云
ニ
詳
ナ
リ

【
三
仏
斎
(
斉
)
}
泉
窃
ヨ
リ
一
月
ニ
シ
テ
至
ル
ナ
リ

【
勿
斯
離
】
其
外
産
多
シ

【
回
鶴
】
紘
鵠
音
ノ
同
ヲ
以
ナ

【
七
蕃
】
此
地
賠
午
ヲ
出
ス
種
目
ア
リ

{
撒
馬
児
竿
】
サ
マ
ル
チ
ヤ

【
猿
嫡
}
一
名
ハ
抹

O
刺
園

こ
の
う
ち
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
似
た
よ
う
な
記
述
も
な
く
、

『
唐
土
訓
蒙
図
案
』
に
て
、
新
し
く
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
異
国
は
、

真
鵬
、
勿
斯
離
、
田
鶴
、
猿
嬬
の
四
ヶ
国
で
あ
る
。
補
足
的
説
明
や
、

別
名
、
更
に
詳
し
く
描
か
れ
た
書
物
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
残

り
の
五
ヶ
国
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
冗
良
恰
で
の
タ
ツ
タ
ン
(
達
日
一
)

表
記
は
、
「
和
漢
コ
一
才
図
会
』
で
は
、
「
そ
の
風
俗
は
睦
担
と
同
じ
で

(
在
五
)

あ
る
」
と
記
載
さ
れ
、
属
国
で
あ
る
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
一
一
一
仏

斎
(
斉
)
で
の
道
程
を
表
す
記
述
は
「
和
漢
コ
一
才
図
会
」
で
は
、
「
広

(
注
六
)

川
か
ら
船
出
し
て
真
南
に
取
り
、
半
月
で
到
達
で
き
る
」
と
あ
る
。

撒
馬
児
竿
の
「
サ
マ
ル
チ
ヤ
」
と
は
呼
び
名
で
あ
ろ
う
か
。
だ
と
す

(
注
七
)

る
な
ら
ば
、
「
サ
マ
ル
カ
ン
ド
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
そ
れ

に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。
七
蕃
の
「
此
地
艶
牛
を
出
ス
種
田
ア
リ
」
と

は
「
七
蕃
固
で
は
山
を
耕
し
田
を
つ
く
っ
て
い
る
。
院
・
牛
を
産
す

(

L

正
一
八
)

る
。
」
と
い
う
記
述
が
似
て
い
る
と
い
え
る
が
、
異
な
っ
て
い
る
。

少
し
類
似
す
る
点
は
あ
る
も
の
の
、
僅
か
四
年
の
聞
に
こ
れ
だ
け
、

新
た
な
記
述
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
、
異
国
に
対
す

る
姿
勢
が
高
ま
り
、
情
報
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

異
国
認
識
の
高
ま
り
と
い
え
ば
、
『
世
界
人
物
図
巻
』
が
挙
げ
ら
れ

る
。
『
世
界
人
物
図
巻
」
は
、
享
保
五
年
(
一
七
二

O
)
刊
の
西
川
如

見
著
で
有
名
な
「
四
十
二
ヵ
国
人
物
図
説
」
、
い
わ
ゆ
る
「
世
界
民
族

図
譜
」
の
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
西
洋
系
民
族
図
譜
で
あ
り
、
西
洋

の
知
識
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
挿
絵
に
も
現
れ
て
お
り
、

例
と
し
て
、
小
人
を
引
い
て
み
る
。
『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
上
半
身

は
裸
な
の
に
対
し
(
図
十
二
、
『
世
界
人
物
図
巻
』
で
は
着
衣
し
て
い

る
。
(
図
十
二
)
他
に
『
和
漢
三
才
図
会
』
で
見
ら
れ
な
い
、
詰
尼
利

亜
人
(
イ
ギ
リ
ス
)
、
伯
刺

西
爾
人
(
ブ
ラ
ジ
ル
)
、
意

太
里
亜
人
(
イ
タ
リ
ヤ
)

な
ど
の
国
も
み
ら
れ
る
。

『
世
界
人
物
図
巻
』
に
は
、

9酬
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人
物
図
の
隣
に
該
当
す
る
国
の
説

明
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、

例
え
ば
、
詰
尼
利
亜
人
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ

て
い
る
。詰

尼
利
亜
ハ
阿
蘭
陀
ノ
西

隣
海
中
ノ
島
国
也
尤
寒
国

ニ
テ
風
俗
阿
蘭
陀
人
ニ
似
テ

其
種
又
欧
羅
巴
ニ
属
ス
ル

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
「
寒
国
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
『
世

界
人
物
図
巻
」
中
に
は
、
他
に
も
「
媛
国
・
媛
地
・
熱
国
・
大
寒
国
」

と
い
っ
た
言
葉
が
み
え
る
。
暖
か
い
か
寒
い
か
が
、
四
四
ヶ
国
の
内
、

二
六
ヶ
国
に
お
い
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
ら
気
候
は
、

国
の
位
置
、
及
び
国
同
士
の
隣
接
関
係
を
念
頭
に
お
い
て
お
か
な
け

れ
ば
、
書
け
な
い
も
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
刊

行
後
、
何
年
も
し
な
い
内
に
、
西
洋
の
知
識
に
よ
り
位
置
関
係
が
意

識
さ
れ
、
把
握
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
和
漢
三
一
才
図
会
』
が
誕
生
す
る
お
よ
そ
一
一

O
年
前
の
寓

暦
三

O
年

二

六

O
二
)
、
「
坤
輿
寓
圏
全
圏
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ

の
世
界
地
図
に
し
て
も
、
「
和
漢
三
才
図
会
』
中
に
登
場
す
る
異
国
全

一
九
0
ヶ
国
中
、
二
八
ヶ
国
が
措
か
れ
て
い
る
。
ハ
ツ
キ
リ
と
そ
の 『世界人物図巻J小人

名
を
示
す
国
々
は
、
睦
組
、
子
関
、
梼
葛
刺
、
真
服
、
琶
牛
、
三
仏

斎
(
斉
)
、
満
刺
加
、
太
泥
、
回
回
、
呂
宋
、
遅
羅
、
道
明
、
老
姐
、

蒲
甘
、
占
城
、
火
州
、
罵
4
A

目
、
撒
馬
児
空
、
天
方
、
恰
蜜
(
密
)
、
黒

人
、
以
西
巴
爾
亜
、
小
人
(
震
人
[
こ
び
と
]
と
表
記
)
、
女
人
目
、

一
目
、
波
斯
、
狗
園
、
長
人
で
あ
る
。
他
に
、
同
じ
名
称
で
は
な
い

が
、
女
真
、
瓜
(
爪
)
睦
(
小
爪
睦
・
大
爪
睦
と
表
記
)
、
岐
溜
肥

(
字
は
雅
罷
牙
で
、
振
り
仮
名
に
ジ
ヤ
ガ
タ
ラ
と
見
え
る
)
、
琉
球

(
大
琉
球
・
小
琉
球
と
表
記
)
、
天
竺
二
小
天
竺
・
西
天
竺
と
表
記
)

も
現
れ
て
い
た
。
両
者
を
併
せ
る
と
、
コ
一
三
ヶ
国
見
当
た
る
。

以
上
挙
げ
た
三
コ
一
ヶ
国
の
み
な
ら
ず
、
「
和
漢
三
才
図
会
」
に
紹
介

さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
宝
暦
二
三
年
(
一
七
六
二
一
)
平
賀
源
内
作
『
風

流
志
道
軒
伝
』
に
見
ら
れ
る
「
夜
園
」
や
、
『
世
界
人
物
図
巻
』
に

措
か
れ
る
「
加
掌
林
(
加
掌
大
と
記
載
)
」
、
他
に
「
鬼
園
」
も
描
か

れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
地
図
に
も
描
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当

時
「
女
人
国
」
や
「
狗
国
」
「
一
目
国
」
が
、
人
々
の
間
で
信
じ
ら

れ
て
い
た
証
明
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

江
戸
時
代
は
確
か
に
鎖
国
で
あ
っ
て
、
情
報
が
民
衆
の
手
元
に
ま

で
届
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
日
本
だ
け
見
て
も
、

『
坤
輿
万
回
全
国
』
と
い
う
世
界
地
図
や
『
世
界
人
物
図
巻
』
が
刊
行

さ
れ
、
人
々
の
聞
に
異
国
は
、
身
近
と
な
っ
た
。
ま
た
、
シ
l
ボ
ル

ト
の
よ
う
な
異
国
の
者
が
日
本
を
訪
れ
、
知
識
を
広
め
て
い
た
。
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シ
l
ボ
ル
ト
に
至
つ
て
は
、
実
際
に
そ
の
日
で
出
会
う
、
民
衆
に

と
っ
て
近
い
存
在
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
生
ま
れ
、
お
そ
ら
く

は
人
々
の
異
国
に
対
す
る
認
識
を
開
花
さ
せ
、
尚
且
つ
「
異
国
」
を

身
近
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
引
き
続
い
て
出
版
さ
れ
た
『
唐

土
訓
蒙
図
案
』
が
非
常
に
詳
し
く
異
国
像
を
想
像
し
て
い
る
点
で
も
、

人
々
の
間
に
深
く
異
国
に
対
す
る
想
像
力
が
広
が
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
広
が
り
の
中
で
生
ま
れ
た
世
界
認
識
と
は
、
一
見
荒
唐
無
稽

に
も
思
え
る
が
古
く
よ
り
人
々
の
心
に
存
在
し
て
い
た
異
国
、
及
び

新
た
に
想
像
さ
れ
た
異
国
、
海
の
彼
方
よ
り
運
ば
れ
て
く
る
事
実
に

裏
打
ち
さ
れ
た
異
国
像
が
合
わ
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
に
描
か
れ
た
異
国
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
は
、

異
国
と
は
『
竹
取
物
語
』
の
月
の
都
の
よ
う
に
憧
れ
や
恐
れ
を
抱
く

も
の
で
な
く
、
決
し
て
届
か
な
い
存
在
で
は
な
い
と
い
う
考
え
で
あ

る
。
対
等
に
同
じ
目
線
で
以
て
、
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
異
国
で
あ

る
。
そ
れ
こ
そ
、
悪
い
面
も
良
い
面
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸

時
代
は
、
西
洋
か
ら
の
知
識
や
自
国
の
漂
流
民
た
ち
か
ら
異
国
の
話

を
聞
く
中
で
、
急
速
に
異
国
に
対
す
る
欲
求
が
高
ま
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
誕
生
し
た
り
だ
。
「
荒

唐
無
稽
」
だ
と
あ
っ
さ
り
切
り
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
想
像
し
褒
め

称
え
或
い
は
非
難
し
、
確
か
に
海
の
向
う
に
在
る
「
固
」
と
し
て
、

人
々
の
間
に
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
稿
の
結
論
と
し

た
い
。

、圧(
二
寺
島
良
安
著
島
田
勇
雄
等
訳
注

一
九
八
六
年
四
月
十
日
刊
行
)

(
二
)
朝
倉
治
彦
監
修
『
訓
蒙
図
葉
集
成
第
二
ハ
巻

空
社
平
成
一

O
年
一
二
月
二
五
日
刊
行
)

(
三
)
注
(
ご
に
同
じ
c

三
三
五
百
(
C

(
四
)
注
(
一
)
に
同
じ
c

三
八
七
頁
c

(
五
)
注
(
二
に
同
じ
。
二
五
八
頁
。

(
六
)
注
(
こ
に
同
じ
。
三
O
七
頁
c

(
七
)
注
(
一
)
に
同
じ
。
三
八
三
頁
。

(
八
)
注
(
一
)
に
同
じ
。
一
二
六
O
頁。

(
九
)
九
州
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
沼
崎
民
団
閣
直
沼
町
閣
直
直
市
巳
国

ト
A
F
h
リ

(
十
)
織
田
武
雄
秋
山
元
秀
『
坤
輿
蔦
圏
全
国
(
坤
与
万
国
全
図
)
』
(
臨

川
書
庖
・
一
九
九
六
年
十
一
月
刊
行
) 『

和
漢
三
才
図
会
一
二
』
(
平
凡
社
・

唐
土
訓
蒙
図
案
』
(
大
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